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 　４月の人事異動により本会事務局担当となりました研
究協力係の石井です。頑張って運営していきたいと思いま
すのでどうぞよろしくお願いいたします。
　本年５月１日に平成から令和へと元号が代わりすでに半
年ほど経ちました。節目の年に産業技術振興会は第１１事
業年度を迎えました。
　３０年ほど慣れ親しんだ「平成」から突然「令和」になりま
した。始めは若干の違和感がありましたが、慣れていくと
思います。
　９月１２日にはリーガホテルゼスト高松において総会が
盛大に開催することができました。
　これもひとえに会員企業様のご協力の賜物と感謝してお
ります。
 　なお、産業技術振興会に関するご意見、ご希望等ござい
ましたら、お気軽にお寄せください。
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集
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　９月１２日（木）、リーガホテルゼスト高松にて、香川高等専門
学校産業技術振興会役員会及び総会を開催しました。
　総会では、会員企業他７２名が出席し、住田博幸会長（株式会
社レクザム取締役副社長生産本部長）及び安蘇校長の挨拶の
後、第１０事業年度の事業報告・会計報告及び第１１事業年度の
事業計画・予算が審議され、承認を得ました。
　総会にあわせて、会員企業との共同研究等の活性化を目的と
した香川高専教員によるシーズ発表会、企業における課題を解
決するための香川高専教員による技術相談会を開催し、講演会
では、大阪大学 産業科学研究所 教授  関谷 毅氏による「未来
社会を創るフレキシブルIoTセンサシステム」と題した講演を頂
きました。
　その後、会場を移して交流会を行い、会員様と香川高専教職
員が和やかな雰囲気の中で交流を深められました。

香川高専産業技術振興会役員会
及び総会を開催しました
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役 員 挨 拶

理 事 挨 拶

◎第１０事業年度（2018年9月～ 2019年8月）事業報告について

日　時

場　所

次　第

令和元年９月１２日（木）　午後３時２５分～午後４時１０分
リーガホテルゼスト高松　（場所：３階 ダイヤモンド西の間）
１．開会の辞
２．会長挨拶　株式会社レクザム　取締役副社長生産本部長　住田　博幸
３．校長挨拶　香川高等専門学校長　安蘇　芳雄
４．議　　事 （１）第１０事業年度事業報告について （２）第１０事業年度会計報告について
 （３）第１１事業年度事業計画について （４）第１１事業年度予算について
 （５）役員の選出について （６）その他
５．閉会の辞

◎第１０事業年度（2018年9月～ 2019年8月）会計報告について
松木  裕之

四国旅客鉄道株式会社
常務取締役鉄道事業本部長

総 会 報 告

理 事 挨 拶 松本  真治
株式会社四国総合研究所　
代表取締役社長

【収入の部】

【会計監査報告】会計監査人  アオイ電子株式会社 代表取締役常務取締役　木下　和洋
会計監査人  株式会社石垣 取締役執行役員開発部長　片山　雅義

【支出の部】
事　項

合　計

前期繰越金

会費収入

その他収入

2,498,596

3,700,000

23

6,198,619

収入額

（単位：円） （単位：円）

概　要 事　項

合　計

講演会等実施経費

技術者育成事業経費

共同研究等推進支援事業経費

就職説明会実施経費

運営経費

次期繰越金

講師謝金及び旅費

見学会及びイブニングセミナー開催費他

振興会共同研究等支援事業

会場設営費

会場借上料他

76,020

98,867

1,000,000

336,600

2,354,301

2,332,831

6,198,619

支出済額 概　要

　この度理事を拝命いたしましたJR四国の松木でございます。よろしくお願い申し上げます。
　さて、ここ数年、台風や地震などの災害が頻発し、当社のみならず、社会全体においても備えていくことが求めら
れています。また、近年急増している訪日外国人や、バリアフリーへの対応など、求められるレベルが高くなっていま
す。日進月歩の科学技術の進歩により、そういった要求に応える優れた装置やシステムが構築されてはいますが、そ
れを扱うのは結局は「人」であり、人材を確保し、スキルを高めていくことが重要ではないでしょうか。
　全国に先駆けて少子高齢化が進む四国において、人材育成をうまく進めていくためにも、本振興会活動を通じて
香川高等専門学校、産業界、地域社会のそれぞれが連携することが、日本、四国の発展に不可欠であると確信してい
ます。

　この度，理事を拝命いたしました松本でございます。よろしくお願い申し上げます。
　さて，わが国では，少子高齢化・東京一極集中が進む中，国を挙げて「地方創生」に取り組んでいるところでありま
す。情報通信技術の進展により以前のような地域間の情報格差は既に解消されておりますし，昨今のＡＩやＩｏＴなどを
活用した技術革新は，地方にとりましても大きなチャンスであるはずです。
　一方，景気の回復等を受け，中央のメーカーがＡＩやＩｏＴに繋がる若手技術者を数多く採用するなど，地域の産業界
にとりまして，優秀な技術者の確保はこれまで以上に厳しくなってきているのが実態であり，事業運営にも影響が出
始めております。
　そのためにも，本振興会の活動を通して，香川高等専門学校と地域の産業界がこれまで以上に連携を深め，地域
の特徴を活かしながら優秀な人材を育成・確保することこそが，地元産業の発展に繋がるものと期待しております。

理 事 挨 拶 山内  浩二
四国電力株式会社　
常務執行役員

　この度、理事を拝命しました四国電力の山内です。よろしくお願い申し上げます。
　弊社は、電力の安定供給を通し、地域社会の発展に貢献することを目指しています。しかし、地域社会の発展には
人材が欠かせません。香川高専は人材供給の面からも非常に重要な役割を担っています。弊社も香川高専の学生
さんに大きな期待を寄せています。
　さて、最近は学問の学際化が進み、機械や電気といった学科が珍しくなってきています。一方で、基礎工学の重要
性は変わりません。先日、高知大学でエネルギーに関する講義をさせて頂きましたが、基礎工学の重要性を話してき
ました。高専生には、ぜひこの点を理解され、これまで以上に産業界に貢献できる人材に育って頂きたいと思います。
　併せて、この会の発展が、香川高専と地域産業界の連携を深め、地域産業の発展に繋がることを願っています。

産学連携による技術開発の推進、地域産業の発展に関すること。Ⅰ
（1）シーズ発表会等の案内及び開催

技術に関する講演会、講習会、研修会などの開催及び情報誌の発行。Ⅱ
（1）講習会、研修会等の後援及び案内 （2）イブニングセミナーの開催
（3）教職員の会員企業訪問見学会 （4）会報の発行

技術分野での技術相談、情報交換に関すること。Ⅲ
（1）共同研究・受託研究・技術相談の件数（平成30年度）　（2）共同研究等推進支援事業による支援件数

企業社員の研修等育成支援事業に関すること。Ⅳ
（1）会員企業への出前講座

インターンシップ、共同教育に関すること。Ⅴ
（1）インターンシップの受入れ先（令和元年度）　（2）企業技術者による学生教育の実施

企業説明会・見学会、卒業生による就職説明会に関すること。Ⅵ
（1）仕事研究セミナー及び合同企業説明会への参加

香川高専の教育・研究の充実、振興に関すること。Ⅶ
（1）サイエンスフェスタへの企業展示依頼 （2）発明コンテストの補助 （3）香川県との連携による出前授業
（4）香川県大学等魅力づくり補助金事業による特別講義・地域企業説明会 
（5）香川銀行・香川高専連携協力協定に基づく推進事業講演会

その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。Ⅷ
（1）産業技術振興会ＨＰの更新
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活 動 報 告

◎第11事業年度（2019年9月～ 2020年8月）事業計画について ◎シーズ発表会及び技術相談会について

◎第11事業年度（2019年9月～ 2020年8月）予算案について

◎役員の交代について

総 会 報 告

理事の交代についてⅠ

産学連携による技術開発の推進、地域産業の発展に関すること。Ⅰ
（1）シーズ発表会等の案内

技術に関する講演会、講習会、研修会などの開催及び情報誌の発行。Ⅱ
（1）講演会等の開催（1回） （2）講習会、研修会等の案内・補助 （3）イブニングセミナー開催
（4）研究交流会の案内 （5）教職員の会員企業訪問見学会 （6）会報の発行

技術分野での技術相談、情報交換に関すること。Ⅲ
（1）技術相談、共同研究、受託研究の促進　（2）共同研究等推進支援事業の支援

企業社員の研修等育成支援事業に関すること。Ⅳ
（1）会員企業への出前講座の実施

インターンシップ、共同教育に関すること。Ⅴ
（1）インターンシップへの支援　（2）企業技術者活用教育

企業説明会・見学会、卒業生による就職説明会に関すること。Ⅵ
（1）仕事研究セミナー及び合同会社説明会の開催

香川高専の教育・研究の充実、振興に関すること。Ⅶ
（1）サイエンスフェスタへの企業展示依頼 （2）発明コンテストの補助 （３）開校10周年記念事業への助成

その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。Ⅷ
（1）振興会パンフレット作成・配布　（2）振興会ＨＰの維持管理

【収入の部】

（旧）  株式会社四国総合研究所 代表取締役社長  澤田　佳孝　様　
（新）  株式会社四国総合研究所 代表取締役社長　  松本　真治　様

（旧）  四国電力株式会社 常務取締役   山田　研二　様
（新）  四国電力株式会社 常務執行役員  山内　浩二　様

（旧）  四国旅客鉄道株式会社 代表取締役専務鉄道事業本部長 西牧　世博　様
（新）  四国旅客鉄道株式会社 常務取締役鉄道事業本部長 松木　裕之　様

【支出の部】
事　項

合　計

前期繰越金

会費収入

その他収入

2,332,831

3,790,000

23

6,122,854

予算額 概　要 事　項

合　計

講演会等実施経費

技術者育成事業経費

共同研究等推進支援事業経費

就職説明会実施経費

運営経費

開校10周年記念事業助成経費

予備費

講師謝金及び旅費

見学会及びイブニングセミナー開催費他

振興会共同研究等支援事業

会場設営費

会場借上料他

開校10周年記念事業助成への助成

50,000

884,000

1,000,000

550,000

980,000

1,000,000

1,658,854

6,122,854

予算額 概　要

　令和元年９月１２日(木)にリーガホテルゼスト高松において、香川
高専教員によるシーズ発表会及び技術相談会を行いました。この発
表会は、振興会会員企業との共同研究推進を図ることを目的として、
総会の日程に併せて実施したもので、技術相談会も同時に開催しま
した。
　萌芽的研究実施事例2件、共同研究実施事例5件の計7件の
ショートプレゼンテーションを行った後、引き続きパネルディスカッ
ションを行いました。振興会会員企業と香川高専教員との活発な意
見交換があり、共同研究を推進する上で有意義な時間となりました。

◎特別講演会及び交流会について

　令和元年９月１２日(木)にリーガホテルゼスト高松において、総会の日程に併せて特別講演会を開催しました。
   講演会には、香川高専産業技術振興会の法人会員、個人会員及び香川高専教職員が参加し、大阪大学 産業
科学研究所 教授 大阪大学栄誉教授 関谷 毅 氏による「未来社会を創るフレキシブルIoTセンサシステム」と
題したご講演を頂きました。
　その後、会場を移して会員企業間や香川高専教職員との交流会を開催し、終始和やかな雰囲気の中、懇談、
交流が行われました。

【展示内容一覧】

No. 学科名 発表教員 ポスター内容

機械工学科

電気情報工学科

機械工学科

機械工学科

建設環境工学科

電子システム工学科

電子システム工学科

前田　祐作

村上　幸一

岩田　弘

高橋　洋一

向谷　光彦

三﨑　幸典

岩本　直也

構造色による電源供給不要なセンサ素子の開発

Mask R CNNを用いた画像の自動注釈技術に関する研究

天井クレーンの落下防止技術に関する研究

ダンボール模型飛行機の開発

コンクリート2次製品の高機能化に関する研究

ペット用電子冷却シートの実用化研究

送電鉄塔用振動観測システムの開発

1

2

3

4

5

6

7

（単位：円） （単位：円）
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活 動 報 告
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◎イブニングセミナーの開催について

　香川高専では、振興会会員企業と香川高専教員の交流を深め産学連携を推進するために、「イブニングセミ
ナー」を定期的に開催しています。主に一般系、機械系、電気系、情報系、土木系、建設環境系に分け、話題提
供者は、香川高専教員だけでなく会員企業の経営者又は技術者の方にもご協力頂いています。開催状況は次
のとおりです。
　お気軽にご参加頂く行事として今後も計画しますので、お時間の都合がつきましたら是非ご参加ください。

講師：香川高専  准教授  荒牧 憲隆 氏
 長岡技術科学大学大学院  教授  大塚 悟 氏
話題：破砕性土の液状化特性と土のエネルギー資源化技術の開発
 住宅地の液状化被害の特徴と対策

活 動 報 告

　平成３１年３月２５日(月)に、香川高専産業技術振興会会員企業
見学会を開催しました。振興会会員企業等との産学連携や学生の
進路などを考える機会として実施しているもので、当日は２社を見
学しました。
　最初に、株式会社マキタを訪問しました。見学にあたり、会社概
要等のご説明をいただいた後、1 ～ 4万トンクラスの船に搭載す
る船舶用エンジンのエンジンブロックやクランクシャフト、ピストン
などの加工工場やエンジンの組み立て・試験運転工場などを見学
させていただきました。
　次に、株式会社フソウを見学しました。最初に四国支店長の森
川様よりご挨拶いただいた後に会社紹介をしていただきました。
その後、フソウテクノセンター内の執務スペースや技術開発ラボ
のほか地域に開放された体育館や食堂、耐震性貯水槽などを見学
しました。さらに近くにある鋼管工場の製造の様子も見学させて
いただきました。
　今回は両キャンパス合わせて１７名の香川高専教職員が参加
し、この見学を通じて両社の高い技術力を知ることができました。
学生の進路や共同研究のきっかけ等、今後の取組みに有意義な時
間となりました。

◎高松：仕事研究セミナー、詫間：合同企業説明会を実施しました

◎香川高専教職員による産業技術振興会会員企業等見学会について

　平成31年2月26日（火）と2月27日（水）に香川高専体育館
において専攻科1年生および本科4年生を対象とした仕事研究セ
ミナーと合同企業説明会を開催しました。高松キャンパスでは2
月26日に、詫間キャンパスでは2月27日にそれぞれ実施されま
した。
　本イベントは、平成17年度に初めて開催して今年で13回目を
迎えます。県内外から高松キャンパスには156社、詫間キャンパ
スには72社の企業にお越し頂きました。
　初春のまだ肌寒い季節にも関わらず両体育館は採用担当者と
学生の意欲で熱気を帯びていました。参加学生は、志望する企業
ブースを次々に訪問し、真剣な面持ちでメモを取りながら担当者
の説明に耳を傾けていました。本説明会は、主に香川県内企業で
構成される香川高専産業技術振興会会員企業様にもご協力を頂
いています。
　企業担当者との面談が学生にとって有意義な経験となり、今後
の就職活動に活用されることを期待しています。

第５９回／平成３０年１１月２９日(木)　１３：４０～１５：５０

講師：香川高専  教授  小竹 望 氏
話題：資源循環と地震防災への取組み（香川高専の10年）

第６１回／平成３１年３月２０日(水)　１５：００～１６：４０

講師：大阪大学大学院  教授  土井 健司 氏
話題：ＭaaＳ都市と交通の新時代

第６２回／令和元年７月１９日(金)　１８：３０～２０：００

話題：（仮称）多度津トンネル建設工事現場見学会
 （佐藤・枝園特定建設工事共同企業体）

第６３回／令和元年９月２１日(土)　１５：３０～１７：００

話題：四国横断自動車道吉野川大橋建設工事現場見学会
 （鹿島建設・三井住友建設・東洋建設特定建設工事共同企業体）

第６０回／平成３１年２月１３日(水)　１２：３０～１７：００
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◎技術講座の実施について

　香川高専では、かがわ産業支援財団（新かがわ中小企業応援ファンド）と共催で製造技術の高度化やＩＴ化の
進展に対応できる人材の育成を図ることを目的とし、企業の中核として活躍が期待される技術者等を対象とし
た各種技術講座を実施しています。
　最近の開催内容については以下のとおりです。

講師：本郷 隆夫 氏・平野 浩一 氏（一般財団法人地域地盤環境研究所）、濱 賢治 氏（（株）ダイソク）、
 多田 健 氏（（株）ナイバ）、向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年8月27日
内容：１．三軸試験による土の強度定数ｃとφ　２．強度定数に及ぼす飽和度とＢ値（びーち）の影響
 ３．三軸試験による静的強度の同定　４．試験結果の整理と実務への適用

香川高専の活動紹介

◎香川高専開校10周年記念式典を挙行しました

　令和元年9月19日（木）16時30分より、ホテルアネシス瀬戸大橋において、香川高専開校10周年記念式
典を挙行しました。式典には、地元自治体、地元産業界及び教育機関の来賓、教職員など約180名が出席しま
した。
　記念式典では、安蘇校長が「開校10周年を節目として、
香川高専の教育・研究の一層の高度化、及び、高専としての
機能強化に両キャンパスの教職員が一丸となって取り組ん
でゆく」と式辞を述べた後、西原香川県副知事、大西高松市
長、山下三豊市長から祝辞、谷口国立高等専門学校機構理
事長から謝辞が述べられました。
　式典後に会場を移して開催された祝賀会では、安蘇校長
の挨拶に続き、今井田香川大学理事・副学長、小西高松工業
会会長、新見七宝会会長から祝辞が述べられた後、鏡開き
が行われ、住田香川高専産業技術振興会会長（株式会社レ
クザム取締役副社長生産本部長）のご発声で「乾杯」を行
い、開宴となりました。また、嘉門元校長、八尾前校長からも
挨拶をいただき、終始和やかな雰囲気の中で開校10周年
を盛大に祝いました。最後に谷口国立高等専門学校機構理
事長による一本締めで締めくくり、祝賀会は盛会のうちに終
了しました。
　この記念式典は、教職員一同が気持ちを新たに香川高専
の発展を目指す大きな節目となりました。

◎プレ研究の中間進捗発表会を開催しました

　令和元年度10月26、27日に開催されたサイエンスフェスタ（学生祭と同時開催）の会場にて、「プレ研究
中間進捗発表会」を開催しました。「プレ研究」は学年・学科横断したチームを編成し、1年間の活動を通じて
地域社会や企業などから提供された問題を解決するPBL形式の授業です。本年度は、60名の学生（内訳：
1年生49名、2年生6名、3年生5名）が受講し、16テーマの研究課題に対して16チーム構成で研究活動を
行っています。
　中間進捗発表会では、各チームはB1サイズのポスターを作成し、午前・午後の1時間ずつの発表時間を設
定して学内外の方への説明を行いました。両日ともに活発な質疑応答が行われ、研究に対するモチベーション
を高めることができました。

第1回 【三軸試験実技習得セミナー（キャリアアップコース）】

講師：サイバネットシステム（株）宮内 隆太郎 氏、岩田 弘・徳田 太郎（香川高専）
日程：令和元年9月3日～ 4日
内容：CAE入門、ANSYS EDの概要と基本操作
 実習1：静解析のモデル化と解析 実習2：Workbenchを用いたモデル化と解析例1
 実習3：Workbenchを用いたモデル化と解析例2

第2回 【有限要素法解析入門】

講師：本郷 隆夫 氏（一般財団法人地域地盤環境研究所）、濱 賢治 氏（（株）ダイソク）、多田 健 氏（（株）ナイバ）、
 向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年10月25日
内容：１．三軸試験による土の強度定数ｃとφ　２．高度にIT制御された三軸試験システムとは
 ３．三軸試験による静的試験・動的試験　４．種々の現場条件への適用、総合討論

第3回 【三軸試験システム修得セミナー】

講師：桐畑 鷹輔 氏、浜名 将輝 氏
日程：令和元年11月10日
内容：１．IoT開発事例の紹介　２．Raspberry Pi上でNode.jsを用いた開発
 ３．Raspberry Piに繋いだLED、IO、各種センサからのデータ取得　４．クラウド連携（取得したデータの送信や通知）

第4回 【RaspberryPi x Node.js IoT開発講座】

講師：熊野 一美 氏（（株）四電技術コンサルタント）、多田 健 氏（（株）ナイバ）、
 濱 賢治 氏・久保 慶徳 氏（（株）ダイソク）、向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年11月29日
内容：１．インフラメンテナンスとJGS1319-2017試験法の概説【講義】　２．室内モデル土槽による浸透現象への理解
 ３．屋外における標準的な原位置透水試験の実務　４.各種環境条件下における原位置透水試験の時短技術

第5回 【実践的な原位置透水試験法～基礎から応用まで～講習会】



8 9香川高等専門学校   産業技術振興会 香川高等専門学校   産業技術振興会

◎技術講座の実施について

　香川高専では、かがわ産業支援財団（新かがわ中小企業応援ファンド）と共催で製造技術の高度化やＩＴ化の
進展に対応できる人材の育成を図ることを目的とし、企業の中核として活躍が期待される技術者等を対象とし
た各種技術講座を実施しています。
　最近の開催内容については以下のとおりです。

講師：本郷 隆夫 氏・平野 浩一 氏（一般財団法人地域地盤環境研究所）、濱 賢治 氏（（株）ダイソク）、
 多田 健 氏（（株）ナイバ）、向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年8月27日
内容：１．三軸試験による土の強度定数ｃとφ　２．強度定数に及ぼす飽和度とＢ値（びーち）の影響
 ３．三軸試験による静的強度の同定　４．試験結果の整理と実務への適用

香川高専の活動紹介

◎香川高専開校10周年記念式典を挙行しました

　令和元年9月19日（木）16時30分より、ホテルアネシス瀬戸大橋において、香川高専開校10周年記念式
典を挙行しました。式典には、地元自治体、地元産業界及び教育機関の来賓、教職員など約180名が出席しま
した。
　記念式典では、安蘇校長が「開校10周年を節目として、
香川高専の教育・研究の一層の高度化、及び、高専としての
機能強化に両キャンパスの教職員が一丸となって取り組ん
でゆく」と式辞を述べた後、西原香川県副知事、大西高松市
長、山下三豊市長から祝辞、谷口国立高等専門学校機構理
事長から謝辞が述べられました。
　式典後に会場を移して開催された祝賀会では、安蘇校長
の挨拶に続き、今井田香川大学理事・副学長、小西高松工業
会会長、新見七宝会会長から祝辞が述べられた後、鏡開き
が行われ、住田香川高専産業技術振興会会長（株式会社レ
クザム取締役副社長生産本部長）のご発声で「乾杯」を行
い、開宴となりました。また、嘉門元校長、八尾前校長からも
挨拶をいただき、終始和やかな雰囲気の中で開校10周年
を盛大に祝いました。最後に谷口国立高等専門学校機構理
事長による一本締めで締めくくり、祝賀会は盛会のうちに終
了しました。
　この記念式典は、教職員一同が気持ちを新たに香川高専
の発展を目指す大きな節目となりました。

◎プレ研究の中間進捗発表会を開催しました

　令和元年度10月26、27日に開催されたサイエンスフェスタ（学生祭と同時開催）の会場にて、「プレ研究
中間進捗発表会」を開催しました。「プレ研究」は学年・学科横断したチームを編成し、1年間の活動を通じて
地域社会や企業などから提供された問題を解決するPBL形式の授業です。本年度は、60名の学生（内訳：
1年生49名、2年生6名、3年生5名）が受講し、16テーマの研究課題に対して16チーム構成で研究活動を
行っています。
　中間進捗発表会では、各チームはB1サイズのポスターを作成し、午前・午後の1時間ずつの発表時間を設
定して学内外の方への説明を行いました。両日ともに活発な質疑応答が行われ、研究に対するモチベーション
を高めることができました。

第1回 【三軸試験実技習得セミナー（キャリアアップコース）】

講師：サイバネットシステム（株）宮内 隆太郎 氏、岩田 弘・徳田 太郎（香川高専）
日程：令和元年9月3日～ 4日
内容：CAE入門、ANSYS EDの概要と基本操作
 実習1：静解析のモデル化と解析 実習2：Workbenchを用いたモデル化と解析例1
 実習3：Workbenchを用いたモデル化と解析例2

第2回 【有限要素法解析入門】

講師：本郷 隆夫 氏（一般財団法人地域地盤環境研究所）、濱 賢治 氏（（株）ダイソク）、多田 健 氏（（株）ナイバ）、
 向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年10月25日
内容：１．三軸試験による土の強度定数ｃとφ　２．高度にIT制御された三軸試験システムとは
 ３．三軸試験による静的試験・動的試験　４．種々の現場条件への適用、総合討論

第3回 【三軸試験システム修得セミナー】

講師：桐畑 鷹輔 氏、浜名 将輝 氏
日程：令和元年11月10日
内容：１．IoT開発事例の紹介　２．Raspberry Pi上でNode.jsを用いた開発
 ３．Raspberry Piに繋いだLED、IO、各種センサからのデータ取得　４．クラウド連携（取得したデータの送信や通知）

第4回 【RaspberryPi x Node.js IoT開発講座】

講師：熊野 一美 氏（（株）四電技術コンサルタント）、多田 健 氏（（株）ナイバ）、
 濱 賢治 氏・久保 慶徳 氏（（株）ダイソク）、向谷 光彦・荒牧 憲隆・岡崎 芳行（香川高専）
日程：令和元年11月29日
内容：１．インフラメンテナンスとJGS1319-2017試験法の概説【講義】　２．室内モデル土槽による浸透現象への理解
 ３．屋外における標準的な原位置透水試験の実務　４.各種環境条件下における原位置透水試験の時短技術

第5回 【実践的な原位置透水試験法～基礎から応用まで～講習会】



10 11香川高等専門学校   産業技術振興会 香川高等専門学校   産業技術振興会

香川高専の活動紹介 会則及び会費に関する細則

◎特別講演会が開催されました

◎ＡＩサマースクールを開催しました

　令和元年８月２２日（木）～２５日（日）に、MAiZM及び三豊市協力のもと、香川高専詫間キャンパスにおいて
「ＡＩサマースクール」を開催しました。
　安蘇校長、東京大学教授松尾豊先生の挨拶の後、松尾先生の研究室所属の講師が、企業の方や香川高専生
等を対象にＡＩに関する講義及び演習を実施しました。
　また、２４日（土）には、松尾先生の講演も実施され、ＡＩに関する理解をより深めることができました。４日間
という限られた期間ではありましたが、地域の技術者・研究者、高専学生のＡＩ導入教育と、今後の人材育成へ
結びつく有意義な講義となりました。

香川高等専門学校産業技術振興会会則
日　付 講演者 演　題

平成30年

12月13日

株式会社Misoca　
顧問

豊吉 隆一郎 氏
高専生が起業。
先輩高専生が語る「起業家」のリアル

令和元年

7月11日

香川県警察本部
本部長

岡部 正勝 氏
サイバー空間の脅威の現状と
今後のサイバー空間の秩序維持

令和元年

11月7日

SANWA  ENTERPRISE，INC
代表取締役社長

藤本 章 氏
太平洋を渡ったもうひとつの夢

（名称）
第１条　本会は、香川高等専門学校産業技術振興会と称する。
（目的）
第２条　本会は、地域産業界と香川高等専門学校（以下「香川高専」という。）との連携を深め、香川高専が有する
人・知・物的資源を活用し、技術交流や情報交換等各種事業を通し、地域産業の発展を図るとともに、香川高専
の教育研究の振興に寄与することを目的とする。

（事業）
第３条　本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
（1） 産学連携による技術開発の推進、地域産業の発展に関すること。
（2） 技術に関する講演会、講習会、研修会などの開催及び情報誌の発行。
（3） 技術分野での技術相談、情報交換に関すること。
（4） 企業社員の研修等育成支援事業に関すること。
（5） インターンシップ、共同教育に関すること。
（6） 企業説明会・見学会、卒業生による就職説明会に関すること。
（7） 香川高専の教育・研究の充実、振興に関すること。
（8） その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。
（会員）
第４条　本会は、本会設立の趣旨に賛同する次の会員をもって組織する。
（1） 法人会員　国内外の企業及び団体法人
（2） 個人会員　本会の趣旨に賛同する香川高専卒業生等
（3） 特別会員　大学、官公署、商工会議所等の公的機関、香川高専教職員
（役員）
第５条　本会に、次の役員を置く。
（1） 会　長　１名
（2） 副会長　２名
（3） 理　事　若干名
（4） 幹　事　２名
（役員の選出）
第６条　役員は、総会において会員のうちから選出する。
（役員の任務）
第７条　会長は、本会を代表し本会の業務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し会長に事故あるときはその職務を代行する。
３　理事は、本会運営に関する事項を処理する。
４　幹事は、会長を助けて会務を処理する。
（役員の任期）
第８条　役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。
２　役員に欠員が生じた場合は、必要に応じて補充する。ただし、補充された役員の任期は、前任者の残任期間と
する。
（会議）
第９条　会議は、総会及び役員会とする。
（総会）
第10条　総会は、会員をもって構成し毎年１回開催する。
２　会長は、総会の議長となる。
３　総会において審議する事項は、次のとおりとする。
（1） 運営の基本方針に関すること。
（2） 事業計画並びに予算・決算に関すること。
（3） 役員の選出に関すること。
（4） 会則の改正に関すること。
（5） その他本会の目的達成に関すること。
４　総会は法人会員及び個人会員の過半数の出席（委任状を含む。）をもって成立し、議事は出席者（特別会員を
除く。）の過半数の同意を以て議決する。
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香川高等専門学校産業技術振興会会則
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（名称）
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（4） 企業社員の研修等育成支援事業に関すること。
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（6） 企業説明会・見学会、卒業生による就職説明会に関すること。
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（役員）
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（2） 副会長　２名
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除く。）の過半数の同意を以て議決する。
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令和元年12月１日現在

令和元年１２月1日現在

役員名簿・会員名簿

役 員 名 簿

会 員 名 簿（50音順）

法人会員

会則及び会費に関する細則

香川高等専門学校産業技術振興会会費に関する細則

企 業 等 名

株式会社レクザム

株式会社タダノ

株式会社百十四銀行

アオイ電子株式会社

株式会社石垣

株式会社香川銀行

鹿島建設株式会社

川田工業株式会社四国工場

株式会社四国総合研究所

四国電力株式会社

四国旅客鉄道株式会社

三和電業株式会社

香川高等専門学校

取締役副社長生産本部長

取締役執行役員常務

取締役常務執行役員

代表取締役常務取締役

代表取締役社長

常務取締役

常務執行役員四国支店長

執行役員鋼構造事業部 四国工場長

代表取締役社長

常務執行役員

常務取締役鉄道事業本部長

代表取締役会長

副校長

住田　博幸

西　　陽一朗

藤村　晶彦

木下　和洋

石垣　真

山田　径男

吉田　英信

辻　　巧

松本　真治

山内　浩二

松木　裕之

山地　真人

木原　茂文

会　長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

幹　事

幹　事

職 ・ 氏 名 役 職

葵機工（株）
アオイ電子（株）
（株）赤松商店
朝日スチール工業（株）
（株）朝日段ボール
（株）綾野製作所
（株）石垣
泉鋼業（株）
（株）今井鉄工所
（株）ウズマキ
（株）エイト日本技術開発
（株）OA.システムシャープ
（株）大矢根利器製作所
オリエンタルモーター（株） 高松国分寺事業所
（株）香川銀行
香川シームレス（株）
鹿島建設（株）
カトーレック（株）

（株）川上板金工業所
川崎化工（株）
川崎地質（株）　四国支店
川田工業（株）　四国工場
木下製粉（株）
（株）桐井製作所
錦城護謨（株）
建装工業（株）
小出鋼管（株）
（株）香西鉄工所
（株）鴻池組
（株）互光通商
（株）五星
（株）コヤマ・システム
坂出機工（株）
（株）サカコー
三協エンジニアリング（株）
讃光工業（株）

（役員会）
第１１条　役員会は、第５条に定める役員をもって構成し必要に応じて会長が招集する。
２　会長は、役員会の議長となる。
３　役員会において審議する事項は、次のとおりとする。
（1） 本会の事業、会計及び運営に関すること。
（2） その他会務遂行上必要と認められること。
４　役員会は年度末に会務ならびに会計報告を作り、総会で会員の承認を受けなければならない。
（経費）
第１２条　本会の運営経費は、会費、寄附金その他の収入をもって充てる。
（事業年度）
第１３条　本会の事業年度は、毎年９月１日に始まり、翌年の８月３１日に終わる。
（事務局）
第１４条　本会は、香川高専地域イノベーションセンター内に事務局を置く。
（その他）
第１５条　この会則に定めるもののほか、本会の運営に関して必要な事項は、役員会においてこれを定める。

　　　附　則
１　この会則は、平成２１年８月２８日から施行する。
２　この会則施行後において最初に選任される役員の任期は、会則第８条第１項の規定にかかわらず、平成２３年
８月３１日までとする。
３  この会則施行後の最初の事業年度は、会則第１３条の規定にかかわらず、平成２１年８月２８日から平成２２年
８月３１日までとする。

　　　附　則
　この会則は、平成２１年１０月１日から施行する。

（目的）
第１条　この細則は、香川高等専門学校産業技術振興会の会費に関し、必要な事項を定める。
（会費の額）
第2条　会費は年会費とし、次の各号のとおりとする。
（1）　法人会員　３万円
（2）　個人会員　１万円
（3）　特別会員　免除する。
（納入時期等）
第3条　前条に定める会費の納入は、入会時及び毎年度（入会年度を除く。）９月末日までに納入するものとする。
２　納入された会費は、原則として返還しない。

　　　附　則
　この細則は、平成２１年８月２８日から施行する。

　　　附　則
　この細則は、平成２１年１０月１日から施行する。
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事務局からのお知らせ会員名簿

法人会員 産業技術振興会主催　香川高専生のための仕事研究セミナー1
　香川高専学生が就職先を選択するうえにおいて、企業の採用担当者の方と接し、産業技術振興
会加盟企業の会社概要及び採用状況などについて情報収集の場を設けることを目的とし、今年
度についてもセミナーを実施しますのでお知らせします。詳細のご案内はメール及び郵送により
送付しておりますので、ご確認ください。

開催日時

会　　場

参 加 費

令和2年2月26日(水)9:00 ～ 12:00

香川高専高松キャンパス第１体育館

無料

求人票について2
　香川高専学生の採用希望がある場合は、求人票を各キャンパスのキャリアサポートセンター事
務担当までご提出ください。
　求人票の様式につきましては、差し支えなければ、香川高専様式をご使用ください。貴社が作
成した独自の求人票でも受付いたします。いただいた求人票は、PDFとして学内限定サイトで学
生に開示しています。
　なお、本校様式の求人票は本校ホームページ（就職･進学情報＞企業の皆様へ）からダウンロー
ドできますので、ご活用ください。

URL:http://www.kagawa-nct.ac.jp/placement/company/takamatsu/kyujinhyo.xls

個人会員

特別会員

技術講座予定3
日　程 ： 令和2年1月18日(土) ～19日（日）
講座名 ： ディープラーニング初級講座
講　師 ： 電子システム工学科　岩本 直也
 情報工学科 宮﨑 貴大

公開講座予定4
日　程 ： 令和2年3月上旬
講座名 ： 500点を目指すTOEIC Listening 対策
講　師 ： 一般教育科　佐藤 文敏

日　程 ： 令和2年3月22日(日) 
講座名 ： ゼロから作るDeep Learning 基礎講座
講　師 ： 電気情報工学科　村上 幸一

三和エレクトロニクス（株）
三和電業（株）
（株）シーマイクロ
（株）シアテック
（株）ジェイアール四国コミュニケーションウェア
（株）重藤組
四国化工建設（株）
（株）四国総合研究所
（株）四国電子計算センター
四国電力（株）
四国旅客鉄道（株）
（株）システムデザイン
四変テック（株）
島産業（株）
（株）ジャスト西日本
伸興電線（株）
住友大阪セメント（株）　四国支店
セキ（株）
（株）セリックス
第一衛材（株）
大成建設（株）　四国支店
大豊産業（株）
高松産業（株）
高松帝酸（株）
（株）タグチアシスト
（株）竹中土木　四国支店
（株）タダノ
（株）タダノエンジニアリング
（株）タダノシステムズ
タチバナ工業（株）
（株）ダックス
田村ボーリング（株）
（株）チェリーコンサルタント
中央開発（株）　四国支店
（株）中部コンサルタント
（株）ちよだ製作所
筒井鉄工（株）
テクノ・サクセス（株）
東亞合成（株）　坂出工場
東洋建設（株）　四国支店
（株）東洋製作所
東洋炭素（株）
（株）トーコー
（株）長峰製作所
南海プライウッド（株）
（株）南條工作所
（株）日建技術コンサルタント　四国支社
日清オイリオグループ（株）
（株）日進機械
日東河川工業（株）

日東電工（株）　
（株）NIPPO　四国支店
日本基礎技術（株）
日本工営（株）　四国支店
日本興業（株）
日本国土開発（株）　四国営業所
長谷川体育施設（株）
（株）パブリック
（株）パル技研
（株）ビットコミュニケーションズ
（株）百十四銀行
（株）ヒューテック
（株）ヒロエンジニアリング
（有）ファイトロニクス
富士船舶装備（株）
（株）FUJIDAN
（株）フソウ
（株）プレックス
（株）ベネアス
ポリテック香川（株）
（株）マオカ設計
（株）マキタ
（有）正木鉄工所
（株）増田地質工業
松内建設（株）
丸重商事（株）
（株）三井E＆Sマシナリー
三菱電機エンジニアリング（株）　丸亀事業所
三村鉄工（株）
（株）村上組
（株）村上製作所
（株）森川ゲージ製作所
山城金属（株）
（株）大和製作所
（株）四航コンサルタント
（株）四電技術コンサルタント
ライト工業（株）　四国営業所
（株）レクザム
（株）ワイイーエス
（株）ワイジーテック

中野　典之
細川　敏弘
三谷　朋幹
山内　守

（公財）かがわ産業支援財団
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事務局からのお知らせ会員名簿

法人会員 産業技術振興会主催　香川高専生のための仕事研究セミナー1
　香川高専学生が就職先を選択するうえにおいて、企業の採用担当者の方と接し、産業技術振興
会加盟企業の会社概要及び採用状況などについて情報収集の場を設けることを目的とし、今年
度についてもセミナーを実施しますのでお知らせします。詳細のご案内はメール及び郵送により
送付しておりますので、ご確認ください。

開催日時

会　　場

参 加 費
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無料
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個人会員

特別会員
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日東河川工業（株）
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香川高等専門学校 産業技術振興会

役員挨拶

香川高等専門学校産業技術振興会

TEL：087-869-3865・3818
FAX：087-869-3819

〒761-8058 香川県高松市勅使町355
香川高専総務課 研究協力係

E-mail:kenkyu@t.kagawa-nct.ac.jp
http://www.aip-kagawa-kosen.org/

 　４月の人事異動により本会事務局担当となりました研
究協力係の石井です。頑張って運営していきたいと思いま
すのでどうぞよろしくお願いいたします。
　本年５月１日に平成から令和へと元号が代わりすでに半
年ほど経ちました。節目の年に産業技術振興会は第１１事
業年度を迎えました。
　３０年ほど慣れ親しんだ「平成」から突然「令和」になりま
した。始めは若干の違和感がありましたが、慣れていくと
思います。
　９月１２日にはリーガホテルゼスト高松において総会が
盛大に開催することができました。
　これもひとえに会員企業様のご協力の賜物と感謝してお
ります。
 　なお、産業技術振興会に関するご意見、ご希望等ござい
ましたら、お気軽にお寄せください。

編
集
後
記

　９月１２日（木）、リーガホテルゼスト高松にて、香川高等専門
学校産業技術振興会役員会及び総会を開催しました。
　総会では、会員企業他７２名が出席し、住田博幸会長（株式会
社レクザム取締役副社長生産本部長）及び安蘇校長の挨拶の
後、第１０事業年度の事業報告・会計報告及び第１１事業年度の
事業計画・予算が審議され、承認を得ました。
　総会にあわせて、会員企業との共同研究等の活性化を目的と
した香川高専教員によるシーズ発表会、企業における課題を解
決するための香川高専教員による技術相談会を開催し、講演会
では、大阪大学 産業科学研究所 教授  関谷 毅氏による「未来
社会を創るフレキシブルIoTセンサシステム」と題した講演を頂
きました。
　その後、会場を移して交流会を行い、会員様と香川高専教職
員が和やかな雰囲気の中で交流を深められました。

香川高専産業技術振興会役員会
及び総会を開催しました
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